
授業も学習も容易に
ライカ E シリーズ

実体顕微鏡
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実体験は 
公式暗記に勝る

学習は知覚から始まります。感覚の残した印象は知識の構成要素になります。生徒をクラ
ス授業に積極的に関与させ、自力で経験を積む機会をより多く与えることで、学習を容易
にすることができます。ライカ実体顕微鏡は教員のレパートリーを増やすのに最適なツー
ルで、通常のクラス授業を補充し強化するのに最適です。植物・微生物・鉱物など、あらゆ
る物体の拡大画像を見ることで、肉眼では決して得られない新しいものの見方を知るこ
とができます。

将来に生きる投資

自力で実験、探索、比較を行う面白さが学習経験を豊
かなものにします。成功体験が向上意欲を刺激します。
生徒は手先が器用になるだけでなく、見ること、観察・
記述・分類・比較・同定を行うこと、実験・研究するこ
と、図を描き知見を記録すること、身近な環境を探索す
ることを学ぶのです。また課題に方法的に取り組むこと
を学び、健全な作業習慣をつけることもできます。さら
に精密さ、信頼性、忍耐、チームワークなどの特性を身
につける上でも役立ちます。指導者にとっては、生徒の
活動を見守り、彼らの興奮、熱意、学習意欲、そして意外
な結果を見るのが楽しみとなります。

大学レベルでのライカ実体顕微鏡

実習や実験は講義での理論学習を強化する重要な手段
です。生物学実習によって学生は自力で科学的問題に取
り組むのに必要な実践的なツールを獲得します。ライカ
実体顕微鏡はリーズナブルな価格の実験装置として、生
物学的な現象、構造、過程の観察のための訓練に最適
です。科学的方法論の中心的要素として試料作製技術
を習得し実験を行うために、学生の積極的な関与が求
められます。

「記憶力を育てるための土壌としては、最良の体系や
分析的方法よりも感覚的印象の方が深い」
ヘルマン・ヘッセ



野外学習は通常の学級授業に代わる楽しい活動です。 土や落ち葉からカブトムシ、ミミズ、幼虫などが見つかります。

生徒たちは指導者の知らないうちに自発的に研究し、自分の経験を重ねています。ヒトデ
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どのように使うか

生徒が勉強するためには、学校が面白くなければなりません。ライカ実体顕微鏡は経験と
学習のために多様性に富んだ場所となります。学級授業に取り入れることも容易です。顕
微鏡の操作や試料作製のための特別な技術がなくても、植物や昆虫など自然界に見られ
る対象物、コイン、切手、布、古い時計など身近にある物体をそのまま観察できます。簡単
な説明と多少の練習があれば、生徒は自分で顕微鏡を使えるようになります。

特別な顕微鏡操作技術は必要ありません。

ライカの教育用実体顕微鏡はコンパクトで堅牢であり、
生徒が取り扱えるように設計されています。組立が必要
な、あるいは簡単に外れるような部品は使われていませ
ん。丈夫なテーブルに置いて電源ケーブルを接続するだ
けで使える状態になります。実体顕微鏡の使い方は簡
単で、直観的に理解できます。面倒な準備なしに指導者
と生徒が共にミクロな世界の驚異を体験することが私
たちの願いです。

高価な試料は不要

実体顕微鏡の利点は、ミクロトームないし切片試料ある
いは飛沫標本を作製または購入しなくても、自然の多
様性を体験できることです。興味深い対象物はどこにで
もあると言って差し支えありません。たとえば樹皮、コ
ケ、地衣類、羽毛、草、花、葉、種子、穀粒、貝殻などが
あります。したがって野外に出ることで教室で取り上げ
た話題に生命を吹き込むのはごく自然なことです。森
林、草地、池、湖などには生徒が収集し観察するのに適
した対象物が豊富にあります。

何が学べるか？

››ライカ実体顕微鏡を使うことで、観察の技術が向上し
ます。
››植物その他の生物の構造、機能および発達を観察、比
較、記述および同定できるようになります。
››進化や動物行動学への洞察を得、自然の多様性と体系
的な構造を認識できるようになります。
››野外および顕微鏡観察の実体験と、授業で得られた
知識を関連付けられるようになります。
››生物空間の体験を通じて生物とその環境との相互依
存関係を認識し、自らの環境を意識することが可能に
なります。
››様々な問題の生態学的関連や、生態系の問題を理解
できるようになります。

何を調べたらよいか？

カリキュラムと個人的興味に応じて、身近な植物や昆虫
を調べ、観察結果を記録し、観察した特徴に基づいて
種を同定することができます。ライカ実体顕微鏡を用い
れば、昆虫の顎・毛・触角も花の萼裂片・花弁・雄しべ
と同様に簡単に識別できます。野外で採集した水のサ
ンプルにカゲロウの幼虫やミジンコなどの微生物が動
き回るのを見れば生徒は興奮するでしょう。



双子葉植物キンポウゲ科のアネモネ (Anemone nemorosa L.)。春には花の絨毯を造ります。 中央ヨーロッパ最大のトックリバチ。スズメバチの一種として恐れられていますが実際には
おとなしい昆虫です。

水中のノミのサーカス。多くの鰓脚（さいきゃく）類は水を煽ぐようにして吸い込み餌をと
ります。

剃刀の刃で簡単に作れる切片試料で細胞の構造を見ることができます。ヒカゲノカズラの
切片試料
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システムの質は細部で決まる

1フォーカスドライブ

動きやすく、生徒や指導者が簡単に焦点を合わせること
ができます。

3 防振脚部

調整の邪魔になる振動を防ぎます。台上を滑ることもあ
りません。
特殊な透明ゴム材を使用しているため、台上に痕がつき
ません。

5 見やすさ

眼鏡をかけていてもいなくても、最適の条件で観察が
できます。接眼レンズは固定されており紛失や盗難の心
配がありません（オープン接眼鏡筒を持つライカ EZ4 を
除く）。アイカップは軟質で眼鏡を傷つけません。アイカ
ップは取り外して洗うことができるので衛生的です。
60°の鏡筒角度は体格の違う生徒と教師のどちらにとっ
ても人間工学的に最適です。
接眼鏡筒は同時に 50～75 mm の範囲で調節でき、各人
の瞳孔間距離に合わせることができます。

7 ベースプレートとガラスプレート

設置面積が小さいにも関わらず安定性に優れており、›
ハンドレストが低い位置にあるため快適に作業ができ
ます。ガラスプレートはサンプルホルダーを兼ね、容易
に清掃できます。
ハウジング、薄膜スイッチ、ガラスプレートはいずれも、
柔らかい布と希釈した食器洗剤を用いて簡単に清掃で
きます。薄膜スイッチとガラスプレートは、液体が入って
透過光照明装置を傷めるのを防ぐため、表面に合わせ
てシールされています。

6 オプティクスキャリア / 10°グリノー式光学系

グリノー式光学系を採用しています。同焦点光学系であ
るため、最低倍率から最高倍率まで常に焦点の合った
像が見られます。
このため眼にとって自然で、疲れることがありません。十
分な焦点深度があり、三次元の対象物を焦点の合った
状態で見ることができ、観察中に頻繁に焦点を合わせ直
す必要がありません。
平坦で薄い試料は真の水平面として示され、像の歪みが
ありません。

8 グリップ

一体化されているため安全に持ち運べます。

2 LED 落射照明

個別にも組み合わせても点灯でき、ライカ EZ4 モデル
の薄膜スイッチによる操作も可能です。

4 ズームノブ

ズームノブとフォーカスドライブは精密に設計され入念
に加工されているため、何年も使用した後でも動きやす
く精密で、調節が容易に行えます。安価な製品によくあ
る飛びや不正確さはライカ製品では起こりません。
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知力を明るくするパワー： 
革新的な LED 照明技術

LED（発光ダイオード）は照明の世界を変革しつつあります。LED は小型ですが、あらゆる面
からみて「パワーパック」と呼ぶにふさわしいものです。白熱電球に比べて寿命が長く、エ
ネルギー消費が少なく、発熱せず、メンテナンスが不要です。ライカ教育用実体顕微鏡の
強力な LED 光源は、落射照明でも透過照明でも、明るく均一で色の偏りのない光が得ら
れます。

ライカ独自の LED 落射光照明技術

ライカが新しく開発した LED 落射照明を採用。フラット
な試料、厚みのある試料などさまざまな試料に最適の
照明が可能で、最大の情報を引き出すことができます。
すべてのライカ EZ4 モデルを通じて、内蔵の LED は個別
に点灯・減光ができ、透過光との組み合わせも可能で
す。照明用の薄膜スイッチはベースに組み込まれており、
防水シールが施されています。昼光色の色温度は減光
しても変わらず、また照明装置の全寿命を通じて一定で
す。色が忠実に再現されるだけでなく、LED は高温にな
らないので敏感な植物や微生物に害を及ぼすこともあ
りません。

学校用にふさわしい実用性・信頼性・経済性

1 日に 5 時間使用したとき、パワー LED の寿命は約 25 
年あり、メンテナンスコストは発生しません。ライカ実体
顕微鏡の LED は塵や水滴が入らないよう、コンパクトな
本体内にシールされています。したがって位置合わせの
手間がかかり焦点合わせや試料の操作の邪魔にもなる
ランプハウスがありません。
LED は割れる心配がないので、学校の環境での乱暴な
取り扱いにも耐えられます。ライカの照明システムは実
験室用装置の安全規制に適合しています。LED は爆発す
ることがなく、低電圧で作動するため安全です。



ステージ 1 落射光：5 個の LED すべてが点灯し最大の光量が得られます。

ステージ 3 落射光：下部 2 個の LED により低い位置から照明し、細かい凹凸のある試料のコン
トラストを増強します。

ステージ 2 落射光：上部 3 個の LED により、試料の直上からシャドーフリーの照明を行います。

透過光を独立に選択することもでき、減光して落射光と組み合わせることでガラスプレートから
の反射のない照明ができます。



蜂の巣
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発見は好奇心から始まる

ライカマイクロシステムズの高性能実体顕微鏡は著名な大学研究施設において、様々な科
学・医学研究プロジェクトに使用され好評を得ています。続いて今回、大学での実習・実
験教育用として、実証済みのライカの品質・信頼性・寿命を備えた一連の低価格実体顕
微鏡を導入しました。これらは基本的な機能に集中することで、学生の日常的作業や研究
のスキルの向上を支援する実験室用設備です。

理系キャリアへの最良のスタート

ライカ実体顕微鏡によって、学生が科学の世界へ進むこ
とができるだけ楽しくなるよう私たちは願っています。
教育用顕微鏡には、性能の不十分さがすぐに不満の種
になるような、安直な製品も存在します。しかしライカマ
イクロシステムズの教育用実体顕微鏡は、専門家向けの
アプリケーションと同等の高水準の画像と照明の質、寿
命、環境親和性を備えています。
ライカ E シリーズ顕微鏡は、他の多数の中等教育用ま
たは大学生用の顕微鏡と異なり、同じ価格で最高の価
値を提供するだけでなく、次のような特徴を持っていま
す。

「教育を、言葉での説明より前に実物を見ることからなぜ始めないのか。
まず物を見せた後で、講義で説明を加えるがよい」 
教育改革者コメニウス (1592-1670)「大教授学」

››デジタル記録（ライカ EZ4 W / ライカ EZ4 E) および測›
定（ライカ EZ4 に特定の接眼レンズ装着）など、試料作
製技術・ワークフロー・実験の訓練のための完備した
機能
››ライカならではの高品質の画像と色、および細部の忠
実な再現
››ライカならではの機械的精密度による数十年にわたる
メンテナンスフリーでの稼働
››高精度のズームおよびフォーカスシステムによる極め
て精密・正確なコントロール
››調光可能なパワー LED を用いた落射および透過光照
明システム
›› 3 通りに切り換え可能なライカ独自の落射光照明技術
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ワイヤレスで！

微細構造を表示するには最高品質のライブ顕微鏡画像が不可欠です。ライカ EZ4 W /  
ライカ EZ4 E カメラは、高速ライブ画像を高解像度（HD）で観察するための経済的な統合
ソリューションを提供します。このシステムでは、試料を接眼レンズで見ると共にディスプ
レイ上に表示することができ、各種のワークステーション機能を利用するためのコンピュ
ータへの接続部を備えたモデルもあります。

ライカEZ4 W, EZ4 Eの利点

››イーサネットモードではネットワーク経由で多くの利用
者がカメラと接続が可能です。

›› USBモードではUSBケーブルでPCとダイレクトに接続が
可能です。速い動きのサンプル観察に最適です。

›› PC接続時は、Leica Application Suite ソフトウェア、Macで
はLeica Acquireソフトウェアで使用することができま
す。

›› Leica AirLab アプリのオプションを使ってセットアップ、
注釈、測定、取得、Eメールや写真ホルダー、他のソー
シャルメディアへの接続が可能です。Leica AirLabアプリ
は無償でAndroid とiOSで使用することができます。

››リモートコントロールでカメラの調整が可能です。ま
た、SDカードへの画像書き込み、画像ギャラリーへの
アクセスが可能です。
››余分なケーブルは必要ありません。内蔵カメラは直接
顕微鏡から電源供給されます。

利用者は内蔵されているWiFiか施
設のネットワークを使ってライカ
EZ4 Wに接続ができます。

EZ4 Eは施設のネットワーク(WLAN, 

LAN)を使って許可された利用者の
み接続が可能です。この方法はWiFi

の追加アクセスポイントを増やした
くない場合に最適です。
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20 年後のクラス会でも使える›
ライカ教育用実体顕微鏡

現代的な洗練されたデザインから既に明らかなように、ライカマイクロシステムズの教育
用実体顕微鏡は玩具ではありません。世界的名声を博しているライカの品質と精度を持
つ光学装置です。私たちの目標は、長年にわたって使える堅牢で便利な装置を教師にご
提供することです。また学習者にとって、初めての顕微鏡ないし科学的作業一般の経験が
楽しく効果的なものであることを望んでいます。

ライカの教育用実体顕微鏡は、2 段階変倍の入門モデルから 500 万画素 CMOS カメラを
内蔵したデジタルズームモデルに至るまで、光学系および照明の最上級の品質と、長時間
の使用も快適にできる使いやすさとを兼ね備えています。堅牢に設計されているためメン
テナンスは不要で、学校での少々手荒い取り扱いも織り込み済みです。すべてのライカ製
品と同じく無鉛ガラスを使用した高品質の光学系とリサイクル可能なハウジングは、環境
管理上の要求条件を満たしています。

「家族についで重要な社会制度は学校である。
子供たちは家にこもってモニターから学習するだけでは満足しない。
グループ、人間関係が不可欠であり、教師が必要である」
マイクロソフト社創立者ビル・ゲイツ
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実体顕微鏡 ライカ EZ4 10× ライカ EZ4 16× ライカ EZ4 open ライカ EZ4 W 
ライカ EZ4 E 
デジタル 10×

光学系 10° グリノー、
同焦点

10° グリノー、
同焦点

10° グリノー、
同焦点

10° グリノー、
同焦点

変倍装置 ズーム比 4.4:1 ズーム比 4.4:1 ズーム比4.4:1 ズーム比 4.4:1

眼鏡着用者用接眼レンズ 10×/20 固定式 16×/15 固定式 交換可能、固定式または調節式：
10×/20、16×/16、 20×/12、 
メガネ着用者には不適

10×/20 固定式 

視度補正 ±5（調節式接眼レンズ）

鏡筒角度 60° 60° 60° 60°

作動距離 100 mm 100 mm 100 mm 100 mm

総合倍率 8× ～ 35× 13× ～ 56× 8× ～ 70× 8× ～ 35×

最大解像度 170 Lp/mm 170 Lp/mm 170 Lp/mm 170 Lp/mm

最大開口数 0.057 NA 0.057 NA 0.057 NA 0.057 NA

視野径 5.7 ～ 25 mm 4.3 ～ 18.8 mm 3.4 ～ 25 mm 5.7 ～ 25 mm

アイキャップ 交換可能 交換可能 交換可能 交換可能

眼幅調整範囲 50 ～ 75 mm 50 ～ 75 mm 50 ～ 75 mm 50 ～ 75 mm

光路 100% 観察 100% 観察 100% 観察 50% 観察 / 50% カメラ

フォーカスドライブの硬さ調節 個別調整可能、ストローク 75 mm（全機種共通）

グリップ 一体構造 一体構造 一体構造 一体構造

LED 照明システム 一体型、落射光照明と透過光照明を単独または組み合わせて使用可能（全機種共通）

制御部 薄膜スイッチ 薄膜スイッチ 薄膜スイッチ 薄膜スイッチ

落射光の照明方式 3 通りの選択が可能：5 個の LED 点灯による最大光量、3 個の LED によるトップライト、2 個の LED によるサイドライト

調光機能 あり、落射光と透過光の
両方に対応

あり、落射光と透過光の
両方に対応

あり、落射光と透過光の
両方に対応

あり、落射光と透過光の
両方に対応

自動消灯 2 時間後 2 時間後 2 時間後 2 時間後

LED の寿命 約 2 万 5,000 時間 約 2 万 5,000 時間 約 2 万 5,000 時間 約 2 万 5,000 時間

照明光の品質 均一なデイライト、 色温度は落射時 6,500°、 透過時が 4,500°、 UV/IR 放射なし（全機種共通）

保守 メンテナンスフリー メンテナンスフリー メンテナンスフリー メンテナンスフリー

電源 100 V ～ 240 V に対応、電圧検知機能を内蔵（全機種共通）

デジタルカメラ 500 万画素の CMOS カメラ内蔵

› WiFi モード

› USB モード 
› Ethernet モード 
 
› SD モード

› WiFi ブロードキャスティング * 
 (ライカEZ4 Wのみ使用可能)
› USB ケーブルで PC と接続
›  Ethernet ケーブルで 
ネットワーク環境に接続

› SD カードに画像取り込み

HDMI ポート デスクトップまたは大型 HD モニタ
ー向け高解像度出力

一体型スロット SD（Secure Digital）

記録 画像取り込み用スイッチ

ソフトウェア › ライカ ソフトウェア、PC/MAC 用
› ライカ アプリ、モバイル機器用

レチクル、
対物ミクロメーター

測長用対物ミクロメーター、調節式
接眼レンズで使用可能

* 注意：　モバイル機器の接続数および安定性は使用環境におけるWi-Fiのトラフィック状況およびネットワーク性能により異なります。

仕様/機能
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	WITH US!

www.leica-microsystems.com

Leica Microsystems (Schweiz) AG · Max-Schmidheiny-Strasse 201 · 9435 Heerbrugg, Switzerland
T +41 71 726 34 34 · F +41 71 726 34 44
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